
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

【出題意図】 

 ⼼理学では、データ（数値）を客観的に読みとる⼒が求められる。また読みとった内容に基づいて、

論理的に⾃分の考えをまとめる⼒が求められる。出題の意図は、それらを⾏う素養があるか評価するた

めの設問である。具体的には、下記の通りである。 

・データの数値を正確に読みとり、主要な特徴を簡潔にまとめることができるか。 

・就業形態の違いが、働く⼈のストレスにどのような影響を与えているかを読みとることができるか。 

・読みとったデータを踏まえて、社会⼈としての経験や視点に基づいて、⾃分の考えを論理的に記述す

る⼒があるかどうか。 

【評価基準】 

 上記、出題意図を満たしているか。 

【設問１の解答例】 

 仕事の量は、正社員 38.1%、契約社員 37.4%、パートタイム労働者 3.8%と、いずれの就業形態にお

いても⾼いストレス要因となっている。仕事の失敗 ・責任の発⽣等は、正社員が 37.5%と最も⾼く、つ

いでパートタイム労働者 35.6%、契約社員 29.4%の順で⾼い。特に正社員とパートタイム労働者が、⾼

いストレス要因となっていることがわかる。顧客、取引先からのクレームは、パートタイム労働者 27.0%、

ついで正社員 22.8%、契約社員 13.0%で、クレーム対応によるストレスは、パートタイム労働者の⽅が

⾼い。雇⽤の安定性は、契約社員が 34.6%と最も⾼く、パートタイム労働者 20.9%、正社員 8.8%であ

る。雇⽤不安のストレスの⾼さは契約社員が際⽴っている。⼈間関係(セクハラ・パワハラ含)は、パー

トタイム労働者 34.2%、ついで契約社員 31.6%、正社員 25.9%であり、対⼈関係に関するストレスは、

パートタイム労働者と契約社員が、正社員と⽐較して相対的に⾼いことが読み取れる。 



 

【設問 2 の解答例】 

 図の結果から、どの就業形態においても仕事の量は⾼いストレスとなっていた。就業形態による違い

としては、正社員は仕事の量、仕事の失敗 ・責任の発⽣、クレーム対応といった、業務内容の負担にか

かわるストレスが⾼かった。契約社員は、雇⽤の不安定さが最も⼤きなストレスであった。パートタイ

ム労働者は、他の就業形態と⽐較して相対的にクレーム対応、⼈間関係のストレスが⾼かった。このこ

とは、働く⽴場によって抱えるストレスが異なっていることを⽰している。社会⼈として働いてきた経

験からも、就業形態の違いによるストレスの違いは実感としてあり、雇う会社側には、就業形態に応じ

た⽀援や環境整備が必要であると考える。 

 

  




